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建て替えが急がれる消防分署

大
山
二
郎
議
員

涌谷町中学生の除雪ボランティア

大
山
二
郎
議
員

丹丹生生川川かかららのの取取水水口口丹生川からの取水口
交
流
セ
ン
タ
ー
の
場
所
選

定
と
建
設
予
算
及
び
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
は
。
ま
た
、

年
後
県
民
芸
術
祭
が
あ
る
か

ら
急
い
だ
の
で
は
。

町
長

用
地
購
入
の
必
要
が

な
く
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
な
の
で

選
定
。
予
算
は
現
在
約

億

千
万
円
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
は
約

千
万
円
予
定
し

て
い
る
。
県
民
芸
術
祭
が
あ

る
か
ら
急
い
だ
の
で
は
な
く
、

予
算
の
面
か
ら
も
タ
イ
ミ
ン

グ
が
い
い
の
で
私
が
判
断
し

た
。

消
防
分
署
予
定
地
と
内
容

は
。

町
長

今
後
本
部
と
協
議
し

て
い
く
が
、
車
庫
や
資
機
材

ス
ペ
ー
ス
、
待
機
施
設
が
必

要
。
ま
た
、
要
請
が
多
い
救

急
ヘ
リ
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
ポ
イ

ン
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
視
野

に
用
地
を
検
討
し
て
い
く
。

平平
成成

年年

月月
のの
議議
会会
報報
告告
会会
・・
座座
談談
会会

平
成

年

月
の
議
会
報
告
会
・
座
談
会

のの
中中
でで
、、
岩岩
ヶヶ
袋袋
・・
海海
谷谷
のの
両両
区区
長長
かか
らら
流流

の
中
で
、
岩
ヶ
袋
・
海
谷
の
両
区
長
か
ら
流

雪雪
溝溝
揚揚
水水
ポポ
ンン
ププ
のの
不不
具具
合合
にに
つつ
いい
てて
のの
話話

雪
溝
揚
水
ポ
ン
プ
の
不
具
合
に
つ
い
て
の
話

しし
がが
ああ
っっ
たた
。。

し
が
あ
っ
た
。

昨昨
年年
度度

月月

月月
のの
降降
雪雪
日日
数数
はは

日日

昨
年
度

月

月
の
降
雪
日
数
は

日

でで
、、
そそ
のの
うう
ちち

日日
間間
にに

回回
、、
一一
日日
平平
均均

で
、
そ
の
う
ち

日
間
に

回
、
一
日
平
均

回回
のの
トト
ララ
ブブ
ルル
がが
ああ
りり
ポポ
ンン
ププ
がが
止止
まま
っっ

回
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ポ
ン
プ
が
止
ま
っ

てて
しし
まま
っっ
たた
とと
いい
うう
、、
大大
変変
なな
回回
数数
でで
ああ
るる
。。

て
し
ま
っ
た
と
い
う
、
大
変
な
回
数
で
あ
る
。

区区
長長
ささ
んん
はは
ささ
ぞぞ
大大
変変
だだ
っっ
たた
とと
思思
うう
。。

区
長
さ
ん
は
さ
ぞ
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。

そそ
のの
後後

月月

日日

月月

日日
まま
でで
測測
定定

そ
の
後

月

日

月

日
ま
で
測
定

器器
にに
よよ
るる
電電
圧圧
計計
測測
、、

月月

日日

月月

器
に
よ
る
電
圧
計
測
、

月

日

月

日日
まま
でで
通通
水水
にに
よよ
っっ
てて
試試
験験
をを
しし
たた
がが
、、
電電

日
ま
で
通
水
に
よ
っ
て
試
験
を
し
た
が
、
電

圧圧
低低
下下
はは
みみ
らら
れれ
ずず
原原
因因
はは
特特
定定
でで
きき
なな
かか

圧
低
下
は
み
ら
れ
ず
原
因
は
特
定
で
き
な
か

っっ
たた
。。

っ
た
。

今今
後後
どど
うう
すす
るる
のの
かか
をを
聞聞
いい
たた
とと
ここ
ろろ
、、

今
後
ど
う
す
る
の
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

国国
交交
省省
、、
町町
職職
員員
がが
運運
転転
直直
前前
かか
らら
ポポ
ンン
ププ

国
交
省
、
町
職
員
が
運
転
直
前
か
ら
ポ
ン
プ

場場
にに
待待
機機
しし
、、
異異
常常
発発
生生
にに
対対
処処
すす
るる
とと
いい

場
に
待
機
し
、
異
常
発
生
に
対
処
す
る
と
い

うう
。。
朝朝

時時

分分
、、
昼昼

時時
、、
夜夜

時時
かか
らら
、、

う
。
朝

時

分
、
昼

時
、
夜

時
か
ら
、

そそ
れれ
ぞぞ
れれ

時時
間間
待待
機機
すす
るる
とと
しし
てて
いい

そ
れ
ぞ
れ

時
間
待
機
す
る
と
し
て
い

るる
。。
今今
冬冬
中中
にに
原原
因因
をを
探探
しし
改改
善善
ささ
れれ
るる
ここ

る
。
今
冬
中
に
原
因
を
探
し
改
善
さ
れ
る
こ

とと
をを
願願
うう
。。
投投
雪雪
中中
はは
十十
分分
にに
気気
をを
付付
けけ
てて

と
を
願
う
。
投
雪
中
は
十
分
に
気
を
付
け
て

克克
雪雪
しし
よよ
うう
。。

克
雪
し
よ
う
。

請 願 者 農民運動山形県連合会 会長 花鳥賊 義廣
紹介議員 遠藤 宏司
請願要旨 大筋合意 の詳細と協定本文を速やかに開示し、国会決

議に違反する 合意 は撤回し、協定への調印・批准は行わない
よう意見書を提出してください

齊藤清さん（井出）を固定資産
評価審査委員会委員として選任
することに全員が同意しました。
任期は平成 年 月 日から
平成 年 月 日までの 年間。

選挙の結果、選挙管理委員 名、選挙管理委員
補充員 名の方が当選されました。
任期は平成 年 月 日から平成 年 月 日
までの 年間。

五十嵐恭也さん（仲 通）
小内 晴夫さん（上ノ原）
草刈 忍さん（愛宕町）
井苅 博子さん（川 前）

遠藤 祐一さん（曙 町）
渡會 哲夫さん（四日町）
熊谷 哲さん（坂ノ上）
井苅 清隆さん（川 前）

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
あ

る
雇
用
創
出
の
方
法
は
。

町
長

町
内
企
業
・
産
業
へ

の
支
援
、起
業
者
、希
望
す
る

就
業
へ
の
支
援
、そ
し
て

次

産
業
化
の
推
進
と
し
て
い
る
。

企
業
誘
致
は
考
え
な
い
の

か
。

町
長

工
業
団
地
は
今
か
ら

で
は
で
き
な
い
の
で
、
他
市

町
に
お
願
い
す
る
し
か
な
い
。

町
で
は
十
分
な
労
働
力
が

確
保
で
き
な
い
と
ト
ッ
プ
が

言
っ
て
し
ま
え
ば
、
企
業
は

来
な
く
な
る
。
言
っ
て
は
い

け
な
い
こ
と
、
責
任
は
感
じ

な
い
か
。

町
長

雇
用
は
あ
る
が
町
の

人
が
集
ま
っ
て
こ
な
い
と
い

う
話
が
あ
っ
た
の
で
言
っ
た

こ
と
。

ア
キ
レ
ス
と
い
う
東
証
一

部
上
場
企
業
が
町
に
く
れ
ば

経
済
効
果
は
計
り
知
れ
な

き
め
細
や
か
な
除
雪
対
応

に
つ
い
て
の
提
案
。

百
万

円
く
ら
い
で
高
齢
者
の
間
口

除
雪
は
で
き
る
。
予
備
費
対

応
、
あ
る
い
は
特
別
会
計
の

千
万
円
が
今
年
で
終
わ
る
。

あ
る
い
は
町
長
の
報
酬
カ
ッ

ト
で
十
分
に
で
き
る
が
、
自

分
の
報
酬
カ
ッ
ト
で
高
齢
者

の
た
め
に
や
り
ま
す
と
言
え

な
い
か
。

町
長

い
ろ
ん
な
意
味
の
中

で
検
討
す
る
。

か
っ
た
。
先
を
見
据
え
た
政

策
を
や
る
べ
き
。

大
筋
合
意
で
は
各
国
と
も
自
国

と
企
業
の
利
益
を
主
張
す
る
な
か
、

日
本
は
譲
歩
す
る
だ
け
で
、

で
一
人
負
け
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。

国
の
主
権
を
損
な
う

条
項
は
合
意
し
な
い
こ
と
や
、
農

産
物

品
目
を
聖
域
と
し
た
国
会

決
議
に
反
し
、
日
本
は
諸
手
を
挙

げ
賛
成
し
た
。
米
議
会
は
合
意
を

認
め
て
お
ら
ず
、
批
准
す
る
か
ど

う
か
各
国
が
こ
れ
か
ら
決
め
る
。

消
費
者
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
い
う
が
、

兆
円
の
関
税
が
減

り
新
た
な
税
負
担
が
増
え
る
も
の

に
な
り
う
る
。

農
業
が
基
幹
産
業
の
市
町
村
に

は
壊
滅
的
な
打
撃
に
な
る
。
米
価

下
落
が
続
き
、
さ
ら
に
輸
入
枠
を

拡
大
す
れ
ば
、
米
づ
く
り
農
家
の

経
営
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。
こ

ん
な
に
食
料
を
粗
末
に
す
る
国
は

な
い
。

こ
の
請
願
は
不
採
択
に
す
べ
き

と
い
う
委
員
会
の
結
果
に
反
対
。

交
渉
途
中
の
内
容
で
あ
り
、
手

の
内
を
見
せ
て
臨
む
こ
と
は
あ
り

得
な
い
。
情
報
を
開
示
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
国
益
を
損
な
う
と
い

う
大
変
怖
い
内
容
で
も
あ
り
、
こ

の
請
願
は
不
採
択
に
す
べ
き
と
い

う
委
員
会
の
結
果
に
賛
成
。


